
【作業日】
平日・土曜日及び祝日は通常作業、日曜日は原則休工
土運搬・資機材搬入は、土曜・日曜及び祝祭日は休止

【作業時間】

原則8時～17時 ※大型車両の通行は原則9時～17時

【大型連休期間（平成３０年４月２８日～５月６日）】

平成３０年４月２９日と５月３日～６日は休工とします

【工事箇所】
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桂
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地元の皆様には、日頃から横浜環状南線事業に関しまして、ご理解、ご協力をいただき

厚く御礼申し上げます。

本号では、５月から７月までの主な作業の予定と現在の作業進捗をお知らせします。

工事期間中は、何かとご迷惑をおかけしますが、安全第一で工事を進めてまいりますの

で、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

第１4号

平成３０年４月２５日

「横浜環状南線 公田地区掘割試験工事」のお知らせ

この工事でつくる地下構造物（灰色の部分）のイメージ図です。

ランプ工区函渠工区

作 業 概 要

作 業 箇 所

※点線部の構造物は別途工事での施工を予定しています。

地表面 地表面

地下 地下
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①　桂台工事用道路 ： 桂台工事用道路の維持管理を行います。

②　伐採工 ： 桂台工事用道路付近の斜面の伐採を行います。

③　迂回道路（仮桟橋道路） ：

④　仮設桟橋工（工事用道路）：

⑤　掘削工 ：

⑥　構築工 ：

⑦　水道切り回し準備 ：

⑧　埋戻し工 ：

・天候の状況により作業工程、作業内容は変更になる場合があります。

水道管を迂回道路（仮桟橋道路）に取り付けるため、鋼材の受台を設置します。

地中に構造物ができた箇所から埋戻しを行い、鋼材の支えを撤去します。

鉄筋コンクリートにより、ボックスカルバートやL型の構造物を構築します。

路上からの作業に伴い未施工だったガードレールを設置します。

杭を設置して鋼材を組み立て、工事用の通路とする仮設桟橋を造ります。

構造物を地中に設置するために、鋼材により支えながら、地面を掘削します。

ﾊﾝﾁ･壁

函渠工区

⑥　構築工

⑧　埋戻し工

工事用道路

①　桂台工事用道路

②　伐採工

ラ
ン
プ
工
区

Ａランプ
[山側斜面周辺

公田ポンプ場周辺]

③　迂回道路（仮桟橋道路）

④　仮設桟橋工（工事用道路）

⑤　掘削工

Dランプ
[公田ハイツ周辺

荒井沢川周辺]

⑥　構築工

その他
[公田ポンプ場～荒井沢川

～公田ハイツ周辺]

⑦　水道切り回し準備

作業箇所

この先3ヶ月の作業予定

主な作業内容 5月 6月 7月

【作業工程表及び主な作業内容】

公田町付近の主な工事について

至

神
戸
橋
交
差
点

工事用道路

（上郷公田線事業用地内）

工事用道路

①

ｸﾞﾘｰﾝﾃﾗｽ本郷台

公田ﾊｲﾂ

公田ﾎﾟﾝﾌﾟ場

ランプ工区（Ａランプ）

函渠工区

至 桂台

至 栄図書館

至 荒井沢

至 公田小

位 置 図

緑 ：現道 薄青 ：仮設桟橋施工済 濃青 ：仮設桟橋施工中

④

⑤
③

⑥⑥、⑧

ランプ工区（Ｄランプ）

⑦

⑦⑦

②
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【進捗状況写真】 平成３０年４月６日、１４日、１６日

Ⅲ ランプ工区（Ａランプ起点側） 切土施工状況
Ⅳ ランプ工区（Ｄランプ）

基礎コンクリート施工状況

Ⅰ 函渠工区 底版部コンクリート施工状況 Ⅱ ランプ工区（Ａランプ終点側） 掘削施工状況

ｸﾞﾘｰﾝﾃﾗｽ本郷台

公田ﾊｲﾂ

公田ﾎﾟﾝﾌﾟ場

ランプ工区函渠工区

至 桂台

至 栄図書館

至 荒井沢
至 公田小

写 真 撮 影 位 置 図

写真Ⅰ

写真Ⅲ

工事進捗状況

写真Ⅱ

写真Ⅳ

ランプ工区（Ａランプ）

ランプ工区（Ｄランプ）
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【連絡先】

発注者 ： 東日本高速道路㈱ 関東支社 横浜工事事務所

桂公田工事区 工事長 八幡 一夫（公田地区掘割試験工事 担当）

℡. ０４５－３５２－３７７１（代表）

施工者 ： 公田地区掘割試験工事

㈱大林組

現場代理人 飯谷 隆 ℡. ０４５－４３５－５８０９

①大型連休前までに一斉点検を実施します。

②工事箇所出入口部及び工事用道路出入口部の門扉は強固に固定し施錠します。

③休工期間中は、協力会社が２名常駐し、２回／日の現場巡回点検を実施します。

④巡回点検時には遮へい板の異常の有無や出入口ゲート等の施錠を中心に確認します。

⑤大雨・洪水・暴風警報発令時や震度4以上の地震発生時にも巡回点検を行い異常の

有無を確認します。

大型連休期間中の安全対策について
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